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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成30年6月14日(2018.6.14)

【公開番号】特開2018-50076(P2018-50076A)
【公開日】平成30年3月29日(2018.3.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-012
【出願番号】特願2017-236770(P2017-236770)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｋ   3/36     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   1/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｒ  13/6471   (2011.01)
   Ｈ０１Ｒ  12/71     (2011.01)
   Ｈ０１Ｐ   3/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｋ    3/36     　　　Ｚ
   Ｈ０５Ｋ    1/02     　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｒ   13/6471   　　　　
   Ｈ０１Ｒ   12/71     　　　　
   Ｈ０１Ｐ    3/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月2日(2018.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の極性の差動遠端クロストーク（ＦＥＸＴ）を有する第１の電気構成要素と、
　前記第１の電気構成要素に結合されかつ第２の極性の差動ＦＥＸＴを有する第２の電気
構成要素と、を備え、
　前記第１の極性は、ＦＥＸＴキャンセレーションを生じさせるために前記第２の極性の
反対の極性であり、
　前記第１の電気構成要素および前記第２の電気構成要素の一方が、負極性の差動ＦＥＸ
Ｔを誘起するように構成されたブロードサイド結合型のビアを備える、又は、正極性の差
動ＦＥＸＴを誘起するように構成されたエッジ結合型のビアを備える、電気システム。
【請求項２】
　前記第１の電気構成要素および前記第２の電気構成要素の一方が、負極性の差動ＦＥＸ
Ｔを誘起するように構成されたブロードサイド結合型のビアを備える場合、前記第１の電
気構成要素および前記第２の電気構成要素の他方は、正極性の差動ＦＥＸＴを誘起するよ
うに構成されたエッジ結合型のビアを備え、
　前記第１の電気構成要素および前記第２の電気構成要素の一方が、正極性の差動ＦＥＸ
Ｔを誘起するように構成されたエッジ結合型のビアを備える場合、前記第１の電気構成要
素および前記第２の電気構成要素の他方は、負極性の差動ＦＥＸＴを誘起するように構成
されたブロードサイド結合型のビアを備える、請求項１に記載の電気システム。
【請求項３】
　第１の極性の差動遠端クロストーク（ＦＥＸＴ）を有する第１の電気構成要素と、
　前記第１の電気構成要素に結合されかつ第２の極性の差動ＦＥＸＴを有する第２の電気
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構成要素と、を備え、
　前記第１の極性は、ＦＥＸＴキャンセレーションを生じさせるために前記第２の極性の
反対の極性であり、
　前記第１の電気構成要素が、少なくとも２つの信号ビアの対を備え、前記第２の電気構
成要素が、複数の信号導体を備え、前記少なくとも２つの信号ビアの対が、前記複数の信
号導体によって取り付けられるように構成された少なくとも２つの信号パッドの対に接続
され、
　前記複数の信号導体が、正極性の差動ＦＥＸＴを誘起するように構成されたエッジ結合
型のビアに接続される、及び／又は、負極性の差動ＦＥＸＴを誘起するように構成された
ブロードサイド結合型のビアに接続される、電気システム。
【請求項４】
　前記少なくとも２つの信号ビアの対の第１の対が、前記少なくとも２つの信号ビアの第
２の対に関連する第１の位置に、前記少なくとも２つの信号ビアの前記第１の対および前
記第２の対の少なくとも一方の極性が前記複数の信号導体の少なくとも１つの対の差動Ｆ
ＥＸＴの極性の反対の差動ＦＥＸＴの極性を有するように配置される、請求項３に記載の
電気システム。
【請求項５】
　第１の極性の差動遠端クロストーク（ＦＥＸＴ）を有する第１の電気構成要素と、
　前記第１の電気構成要素に結合されかつ第２の極性の差動ＦＥＸＴを有する第２の電気
構成要素と、を備え、
　前記第１の極性は、ＦＥＸＴキャンセレーションを生じさせるために前記第２の極性の
反対の極性であり、
　コネクタを備え、前記第１の電気構成要素が、正極性の差動ＦＥＸＴ極性を誘起するよ
うに構成されたエッジ結合構造を有する前記コネクタの第１の部分を備え、前記第２の電
気構成要素が、負極性の差動ＦＥＸＴを誘起するように構成されたブロードサイド結合構
造を有する前記コネクタの第２の部分を備え、前記コネクタの前記第１の部分において誘
起された前記正極性の差動ＦＥＸＴ極性のＦＥＸＴキャンセレーションをもたらす、電気
システム。
【請求項６】
　前記第１の電気構成要素が前記第２の電気構成要素に表面実装によって結合される、請
求項１乃至５のいずれかに記載の電気システム。
【請求項７】
　前記第１の電気構成要素が前記第２の電気構成要素にボールグリッドアレイ（ＢＧＡ）
によって結合される、請求項１乃至５のいずれかに記載の電気システム。
【請求項８】
　請求項１乃至７に記載の電気システムを有する、プリント回路基板（ＰＣＢ）。
【請求項９】
　電気コネクタの信号導体が上に取り付けられた少なくとも２つの信号パッドの対に電気
的に接続された少なくとも２つの信号ビアの対を備えるプリント回路基板（ＰＣＢ）であ
って、
　前記少なくとも２つの信号ビアの対の第１の対が、前記少なくとも２つの信号ビアの第
２の対に関連する位置に配置され、前記第１の対および前記第２の対の一方であるアグレ
ッサのビアの対によってもたらされる差動ＦＥＸＴの極性が、前記信号導体のうちのアグ
レッサの信号導体によってもたらされる差動ＦＥＸＴの極性と反対であり、
　前記信号導体が、正極性の差動ＦＥＸＴを誘起するように構成された前記ＰＣＢのエッ
ジ結合型のビアに接続される、又は、負極性の差動ＦＥＸＴを誘起するように構成された
前記ＰＣＢのブロードサイド結合型のビアに接続される、プリント回路基板（ＰＣＢ）。
【請求項１０】
　前記第１の対が、前記第２の対に関連する前記位置に、前記第１の対および前記第２の
対の少なくとも一方の極性が前記信号導体のうちの少なくとも１つの対の差動ＦＥＸＴの
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極性の反対の差動ＦＥＸＴの極性を有するように、配置される、請求項９に記載のＰＣＢ
。
【請求項１１】
　前記信号導体に表面実装によって結合される、請求項９又は１０に記載のＰＣＢ。
【請求項１２】
　前記信号導体にボールグリッドアレイ（ＢＧＡ）によって結合される、請求項９又は１
０に記載のＰＣＢ。
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